
テーマ「高等学校教育・高等教育」 

 

（１）高等学校教育 

【現状と課題】 

  ○ 帯広南商業高等学校は、就職を希望する生徒の就職率が 100％となっており、企業・経済

活動に必要とされる各種資格を有する即戦力としての人材を輩出するなど、生産年齢人口

が減少している社会情勢の中、地域の産業や経済に貢献している。 

○ 市内中卒者の市内高校の進学は約６割にとどまっている状況にあるほか、市内において

は、地元の高校に進学できないことにより、遠距離通学による本人や保護者の負担が過大

となっている。 

○ 今後も、帯広南商業高等学校における専門教育の推進により、次代のまちづくりの担い

手となる人材の育成をはかるとともに、市内公立高校の間口の減少は、十勝管内全体に大

きな影響を及ぼすことから、中学校卒業者進学動向などを踏まえた、進学しやすい環境の

整備が必要となっている。 

 

【第六期帯広市総合計画における主な取り組み】 

○ 高等学校間口対策の推進 

○ 私立高等学校授業料、教材教育整備等への支援 

○ 就学資金の貸付 

○ 帯広南商業高等学校における専門教育の推進（キャリア教育、国際理解教育、社会人教

育など） 

○ 帯広南商業高等学校の維持管理 

  

 【今後の取り組みの方向性】 

  ○ 帯広南商業高等学校における専門教育や、地元の学校に進学しやすい環境の整備などを

すすめ、次代のまちづくりの担い手となる人材の育成につながる高等学校教育の推進をは

かる。 
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（２）高等教育 

【現状と課題】 

  ○ 大学等の高等教育機関は、高度な教育・研究を通し、人材育成、生涯学習、産業振興、福

祉等の幅広い分野で、地域の発展に重要な役割を果たしている。本市では、帯広畜産大学

をはじめ、地域の高等教育機関と連携したまちづくりをすすめているほか、教育・研究機

能の一層の整備・充実に向け、関係機関への要望活動のほか、地域の発展に必要な人材像

や人材育成の取り組みなどに関する検討を行ってきている。 

  ○ 十勝・帯広は、全国と比較して高等教育機関が少なく、進学を契機とした人口流出の傾

向が続いている。一方で、地域の大学等に全国から若者が集まり、幅広い分野に優れた人

材を輩出しているほか、企業との共同研究などを通し、産業活性化や域外との交流拡大に

もつながってきている。こうした高等教育の機能を拡充し、連携を強化することで、地域

の将来を担うリーダー人材の育成や新たな「知」の創造、十勝・帯広への人の流れの創出

などを進め、地域の持続的な発展につなげていく必要がある。 

 

【第六期帯広市総合計画における主な取り組み】 

○ 高等教育機関の整備・充実に向けた検討、協議（とかち高等教育推進まちづくり会議の

開催） 

○ 帯広畜産大学との包括的連携協定に基づく各種事業の推進 

○ 若者が牽引するしごとづくり・まちづくりプラン推進事業の実施 

○ 短期大学・専修学校整備促進に向けた情報収集 

 

 【今後の取り組みの方向性】 

  ○ 高度な教育・研究を通じた人材育成や地域産業の振興などをはかるため、高等教育機能

の整備・充実や、大学等と連携したまちづくりをすすめる。 
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77.0

成果指標による判定

2

「帯広南商業高等学校の就職率」は、卒業生196人のうち、就職希望生徒111人全員が就職し、目標
値を達成しました。1年次から体系的に進路指導に取り組む中で、生徒個々への適切な対応や企業と
の緊密な連携などに継続して取り組んできたことが要因と考えます。

「帯広南商業高等学校における検定の3種目以上1級取得率」は77.0％となり、目標値を上回りまし
た。北海道内トップクラスの資格取得率（道内の商業科目を学ぶ高等学校の中で平成26年度から4年
連続1位）を維持していることが、生徒の資格取得への高い意識につながっていることに加え、体系的
に基礎から専門的・実践的指導に取り組んできたことなどが要因と考えます。

２．成果指標の実績値に対する考え方

6-1政策

学校教育部

関   係   部
高等学校教育の推進6-1-3

評価日　　平成　22　年　　  月   　日

平成30年度  施策評価表

更新日　　平成　22　年　　  月   　日

次代を担う人を育むまちづくり

まちづくりの目標
評価担当部

6
総
合
計
画
体
系

生涯にわたる学びのまち

施策の目標
高等学校への進学機会の確保をはかるとともに、豊かな社会性を兼ね備え、社
会に貢献する人材を育む高等学校教育をすすめます。

施策

実績値の年次推移

100.0

判定

100.0

ａ％

H29(目標)

1

 帯広南商業高等学校
 における検定の3種目
 以上 1級取得率

１．成果指標による判定

単位
H29(実績)

ａ

ａ

68.0

％

 帯広南商業高等学
 校の就職率

成果指標

100 100 100 100 

99.1  

100 100 100 100 100 

100 

97

98

99

100

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31

46.7 50.5 
62.6 65.3 

73.4 77.8 81.5 
73.5 88.4 

77.0 

75.0  

40
50
60
70
80
90

H19 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31

実績値 

目標値 

（基準） （目標） 

（基準） （目標） 

174
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そう思う

2

回答数

56

回答 H30

ややそう思う

22.4%

359

115

1

ｃ

あまりそう思わない

163

上記の回答で3（あまりそう思わない）または4（そう思わない）を選んだ理由

7.7%

3

34

－

そう思わない

３．市民実感度による判定

49.4%

4.7%

2.970

727

高等学校において充実した教育が行われている

構成比

設問

合計回答数

無回答

4

15.8%

ｂ

H30

社会性を育む教育が行われていないから

学習内容が身についていないから

特色ある教育が行われていないから　

13.2%

36.1%

30

回答数

19

52

ａ

構成比

20.8%

－

市民実感度（加重平均値）

43

市民実感度は、「そう思う」と「ややそう思う」の合計回答数の割合が71.8％となっており、中位（上位）
にあります。高等学校教育に関する様々な取り組みが一定程度市民に評価されたものと考えます。

一方で、「そう思わない」と「あまりそう思わない」を選んだ理由としては、前年から11.7ポイント減少した
ものの、「社会性を育む教育が行われていないから」が最も多くなっています。帯広南商業高等学校で
は、教育の一環として部活動を通じて全生徒がボランティア活動などの社会性を育む取り組みを行って
いますが、こうした取り組みに対する校外での認知がすすんでいないことや、高校生全体を見たとき
に、一部の高校生に見受けられる自転車の運転マナー違反などの良識を欠く行為等を反映したものと
考えます。

ｄ 29.9%

H30

４．市民実感度調査結果に対する考え方

年次推移

144

市民実感度による判定 ｂ

有効回答数

その他

22.4  

49.4  

15.8  

4.7  

7.7  

0 25 50 75 100

2.717  2.795  2.824  2.829  2.911  2.952  2.980  3.043  2.970  

1.000
1.750
2.500
3.250
4.000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

上位 

中位（上位） 

中位（下位） 

下位 

175
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更新日　　平成　22　年　　  月   　日

平成30年度  施策評価表

評価日　　平成　22　年　　  月   　日

総
合
計
画
体
系

まちづくりの目標 6 生涯にわたる学びのまち
評価担当部 政策推進部

施策

政策 6-1 次代を担う人を育むまちづくり

高度な専門的教育・研究を行い、地域の知の拠点としての役割を担う高等教育
機関の整備・充実をすすめます。

関   係   部
6-1-4 高等教育の充実

成果指標 単位

１．成果指標による判定

施策の目標

H29(目標) 実績値の年次推移
H29(実績)

判定

ｄ

123

ａ

251

ｂ

２．成果指標の実績値に対する考え方

2

成果指標による判定

「新たな大学等の設置数」は、目標値を下回っています。平成23年度に、これまでの公私協力方式に
よる大学誘致等から、帯広畜産大学を中心に、地域の特性・優位性を活かし、まちづくりと連動させな
がら段階的に高等教育機関の整備をすすめる取り組みへと方針転換し、地域に必要な新たな大学等
の設置を目指すこととしています。

「帯広畜産大学の地域貢献推進事業数」は、前年より大幅に増加し、目標値を上回っています。帯広
畜産大学と地域との連携のもと、学生主体の地域貢献活動がすすめられているほか、学校現場への出
前授業や各種団体・企業等への講師派遣などの充実がはかられていることが要因と考えます。

1
 新たな大学等の
 設置数

校

0

1

 帯広畜産大学の
 地域貢献推進事業数

事業

0 0 0 0 0 0 0 0 0 

1  

0

1

2

3

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31

123 117 117 118 135 
162 138 

194 193 
251 

123  80
120
160
200
240
280

H17-

19

H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H31

実績値 

目標値 

（目標） 

（基準） （目標） 

178
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設問 大学や専修学校など、高度な教育を受けることができる環境が整っている

３．市民実感度による判定

回答

690 －

4 そう思わない 116

2 207 30.0%

41.7%

H30

ややそう思う

合計回答数

3

1

288

5.1%

構成比

あまりそう思わない

回答数

無回答 44 6.4%

16.8%

そう思う 35

ａ 大学や短大、資格を取得できる専修学校が少ないから 174 44.4%

上記の回答で3（あまりそう思わない）または4（そう思わない）を選んだ理由 H30
回答数 構成比

ｃ 働きながら学ぶことのできる環境が整っていないから 42 10.7%

ｂ 地元の大学などに学びたい分野（学部・学科・コース）がないから 113 28.8%

ｄ 地域産業を支える人材育成の取り組みが充実していないから 35 8.9%

市民実感度による判定 ｃ

ｆ その他

市民実感度（加重平均値）

13 3.3%

有効回答数 392 －

ｅ 大学などを活用した市民の生涯学習機会が充実していないから 15 3.8%

H30 年次推移

2.249

４．市民実感度調査結果に対する考え方

市民実感度は、「そう思わない」と「あまりそう思わない」の合計回答数の割合が58.5％となっており、
中位（下位）にあります。

実感が低い理由としては、「大学や短大、資格を取得できる専修学校が少ないから」と「地元の大学な
どに学びたい分野がないから」の合計回答数の割合が73.2％となっており、高等教育の機会が限られ
ていることが要因と考えられます。

5.1  

30.0  

41.7  

16.8  

6.4  

0 25 50 75 100

2.168  2.199  2.183  2.293  2.272  2.228  2.177  2.214  2.249  

1.000
1.750
2.500
3.250
4.000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

上位 

中位（上位） 

中位（下位） 

下位 

179
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学 年

類 型 必 修 選 択 必 修 選 択 必 修 選 択 Ⅰ 選 択 Ⅱ 計

標準単位数

国 語 総 合 4 3 3 6

現 代 文 Ａ 2 2 2

古 典 Ａ 2 1 1 2

小 論 文 研 究 2 2 2 0～2

世 界 史 Ａ 2 3 3

日 本 史 Ａ 2 2 0～2

地 理 Ａ 2 2 2

現 代 社 会 2 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 2

時 事 問 題 研 究 Ａ 3 3 0～3

時 事 問 題 研 究 Ｂ 2 2 0～2

数 学 Ⅰ 3 3 3

数 学 Ⅱ 4 2 2 4

数 学 Ａ 2 2 0～2

科 学 と 人 間 生 活 2 2 2

生 物 基 礎 2 2 2

生 物 4 3 0～3

生 物 研 究 2 2 0～2

体 育 7～8 2 2 3 7

保 健 2 1 1 2

ス ポ ー ツ Ⅱ 2 2 0～2

音 楽 Ⅰ 2 2 2 0～2

音 楽 Ⅱ 2 2 0～2

美 術 Ⅰ 2 2 0～2

美 術 Ⅱ 2 2 0～2

書 道 Ⅰ 2 2 2 0～2

書 道 Ⅱ 2 2 0～2

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅰ 3 4 4

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅱ 4 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2 2

英 語 会 話 2 2 0～2

時 事 英 語 2～6 2 0～2

家 庭 総 合 4 2 2 4

リビングデザイン 2～8 2 0～2

ビ ジ ネ ス 基 礎 2～6 2 2

課 題 研 究 2～6 3 3

総 合 実 践 2～6 3 3

マ ー ケ テ ィ ン グ 2～6 3 0～3

ビジネス経済応用 2～6 2 0～2

経 済 活 動 と 法 2～6 2 2

簿 記 2～6 5 5

財 務 会 計 Ⅰ 2～6 4 4

原 価 計 算 2～6 3 0～3

情 報 処 理 2～6 3 3 6

27 2 26 3 25 2 2 87

0 0 0 0

特別活動 1 1 1 3

30 30 30 90

3

芸 術

外 国 語

家 庭

商 業

国 語

地理歴史

公 民

数 学

理 科

保健体育

小　　　　　　　　　　計

総合的な学習の時間（課題研究３単位で代替）

ホ ー ム ル ー ム 活 動

合　　　　　　　　　　計

平成３０年度学年別教育課程表

教科 科目

1 2

帯広南商業高等学校
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就職（産業別）

就職（職業別）

進学

男子

女子

男子

女子

生産工程の職業

建設・採掘の職業

保安の職業

農林漁業の職業

2

サービスの職業

5

女　子

1

2

4

8

合　計

0

4

1

2

1

6

28

8

5

1

14

1

13

110

女　子

産　業　分　類

農業，林業

製造業

電気・ガス・熱供給・水道業

情報通信業

運輸業，郵便業

建設業

男　子

3

1

1

2

1

31

8

1

事務的職業

販売の職業

11 80

6

卸売業・小売業

金融業・保険業

不動産業，物品賃貸業

3

生活関連サービス業，娯楽業

医療，福祉

職　　　　　種

専門的・技術的職業

4

18

男　子

3

29

1

1

合　計

0

92

4

31

1

学術研究，専門・技術サービス業

複合サービス事業

サービス業(他に分類されないもの)

公務

合　　　　　計

1

2

1

3

91

6

2

2

0

2

0

9218

運搬・清掃･梱包等の職業

合　　　　　計

33

3

その他

110

11

10

私  立

0

26

4

高看･准看専修･各種

11

合　計

0 85

8

5

621

1

11

国公立

19

3

20

2

17

5

7

　　　　　　　 　　　　　卒業生進路状況         　　      (H30.2.20現在）

合    計

国公立

学校分類

道内

道外

大　　学 短期大学

4

私  立

1

2
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進 路 決 定 先 （H30.2.20現在）

就職

【公務員】

北海道(一般行政Ｂ) 札幌市役所 とかち広域消防事務組合 航空自衛隊 上士幌役場

【一般企業】

税理士法人あおぞら会計事務所、株式会社ウィンクリン、株式会社受川

株式会社エルバ北海道、有限会社おかしの館のあくつ、帯広信用金庫、帯広電子株式会社

株式会社帯広シティーケーブル、帯広三菱自動車販売株式会社、北見信用金庫

釧路トヨタ自動車株式会社、栗田会計事務所、有限会社こひつじ薬局、コマツ道東株式会社

株式会社札幌北洋リース、株式会社セブンイレブン・ジャパン、株式会社総合設計

十勝葉山電器株式会社、株式会社十勝毎日新聞社、十勝三菱自動車販売株式会社

株式会社土木技術コンサルタント、トヨタエルアンドエフ釧路株式会社、西岡建設株式会社

西江建設株式会社、日農機株式会社、日精機工株式会社、株式会社日専連ジェミス

日本郵便株式会社北海道支社、株式会社ネクサス、熱原帯広株式会社

パナソニックスイッチングテクノロジーズ株式会社、東北海道日野自動車株式会社

株式会社美容室ア・ラモード、株式会社北洋銀行、株式会社北海道銀行、北海道電力株式会社

北海道旅客鉄道株式会社、株式会社マテック、株式会社丸勝、宮坂建設工業株式会社

株式会社モロオ、株式会社ロンド、六花亭製菓株式会社、株式会社柳月

山田機械工業株式会社、株式会社ヨシモト

ＪＡ北海道厚生連帯広厚生病院、医療法人社団 慶愛、医療法人社団 髙木皮膚科診療所

医療法人社団秀和会つがやす歯科医院、医療法人社団刀圭会、公益財団法人北海道医療団

浦幌町農業協同組合、音更町農業協同組合、帯広市川西農業協同組合、帯広大正農業協同組合

十勝池田町農業協同組合、上士幌町農業協同組合、鹿追町農業協同組合、士幌町農業協同組合

十勝清水町農業協同組合、大樹町農業協同組合、中札内村農業協同組合、芽室町農業協同組合

北海道農業協同組合中央会 帯広支社 ホクレン農業協同組合連合会帯広支所

（順不同）

進学

【大学】

小樽商科大学 北海学園大学 北海道千歳リハビリテーション大学 北海道文教大学

札幌大学 札幌学院大学 平成国際大学 高崎健康福祉大学 日本体育大学

日本大学 専修大学

【短期大学】

帯広大谷短期大学 北星学園大学短期大学部 北翔大学短期大学部 旭川大学短期大学部

札幌国際大学短期大学部 光塩学園女子短期大学 上智大学短期大学部

【看護学校】

帯広高等看護学院 北海道社会事業協会帯広看護専門学校 旭川厚生看護専門学校

市立室蘭看護専門学院 釧路労災看護専門学校

【専門学校】

帯広コア専門学校 日本航空専門学校 帯広調理師専門学校 大原法律公務員専門学校

北海道メディカル・スポーツ専門学校 札幌スポーツ＆メディカル専門学校

専門学校エステティックビューティ札幌 札幌観光ブライダル・製菓専門学校

札幌ブライダル＆ホテル観光専門学校 札幌医学技術福祉歯科専門学校

札幌ビューティーアート専門学校 北海道ハイテクノロジー専門学校

札幌医療秘書福祉専門学校 北海道歯科衛生士専門学校

経専音楽放送芸術専門学校 吉田学園医療歯科専門学校 北海道農業協同組合学校

専門学校ＥＳＰエンタテインメント大阪 日本工学院専門学校 専門学校神田外語学院
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高
等
教
育
機
関
整
備
に
か
か
る
主
な
取
り
組
み
経
過

 

 

年
 

 
度

 
主

 
 
な

 
 
経

 
 
過

 

平
成

 
３

 
年
度

 
○
帯
広
市
高
等
教
育
整
備
基
金
設
置

 

○
帯
広
市
高
等
教
育
懇
話
会
設
置

 

平
成

 
４

 
年
度

 
○
帯
広
市
に
お
け
る
高
等
教
育
機
関
の
整
備
に
つ
い
て
－
懇
話
会
報
告
書
－

 

平
成

 
５

 
年
度

 
○
帯
広
市
大
学
設
置
促
進
期
成
会
設
立

 

平
成

 
６

 
年
度

 
○
「
帯
広
市
に
お
け
る
新
た
な
大
学
設
置
に
関
す
る
基
本
調
査
報
告
書
」
と
り
ま
と
め

 

平
成

 
７

 
年
度

 
○
期
成
会
の
下
に
、
帯
広
市
大
学
設
置
審
議
会
設
置

 

平
成

 
８

 
年
度

 

○
十
勝
・
帯
広
に
お
け
る
新
し
い
大
学
の
基
本
構
想

-そ
の
提
言

-策
定

 

○
十
勝
大
学
設
置
促
進
期
成
会
へ
の
改
組

 

・
帯
広
大
谷
学
園
が
新
大
学
構
想
策
定
（
４
年
制
大
学
検
討
）

 

平
成

 １
０

 年
度

 
○
帯
広
大
谷
学
園
の
構
想
白
紙
化

 

平
成

 １
２

 年
度

 
○
公
立
・
公
設
民
営
の
ほ
か
公
私
協
力
方
式
に
よ
る
誘
致
活
動
開
始

 

平
成

 ２
２

 年
度

 
○
地
域
に
必
要
な
高
等
教
育
機
関
の
あ
り
方
の
検
討
開
始
（
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
検
証
と
今
後
の
方
向
性
）

 

平
成

 ２
４

 年
度

 
○
「
十
勝
高
等
教
育
機
関
の
整
備
推
進
に
関
す
る
ま
ち
づ
く
り
会
議
（
十
勝
高
等
教
育
ま
ち
づ
く
り
会
議
）」

へ
の
改
組

 

平
成

 ２
６

 年
度

 
○
今
後
の
あ
り
方
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

 

平
成

 ２
７

 年
度

 
○
と
か
ち
高
等
教
育
推
進
ま
ち
づ
く
り
会
議
を
発
足

 

平
成

 ２
８

 年
度

 
○
地
域
発
展
に
特
に
重
要
な
人
材
像
に
つ
い
て
部
会
論
議

 

平
成

 ２
９

 年
度

 
○
今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
部
会
論
議

 

平
成

 ３
０

 年
度

 
○
部
会
の
検
討
状
況
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め

 

○
食
品
安
全
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成
に
向
け
た
講
習
会
を
開
催
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と
か
ち
高
等
教
育
推
進
ま
ち
づ
く
り
会
議

企
画
・
事
業
部
会
検
討
状
況
報
告
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Ⅰ
検
討
の
ね
ら
い
と
経
過

（
１
）
ま
ち
づ
く
り
会
議
の
基
本
方
向

帯
広
畜
産
大
学
を
核
に
、
多
様
な
連
携
・
交
流
の
も
と
、
教
育
と
産
業
、
ま
ち
づ
く
り
が
連
動
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
、

地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成
、
人
材
活
躍
の
場
・
環
境
づ
く
り
、
高
等
教
育
機
関
の
充
実
な
ど
、
十
勝
型
知
と
技
術
の
拠
点

形
成
を
進
め
る
。

（
２
）
部
会
の
経
過

地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成
に
つ
い
て
、
「
稼
ぐ
力
」
の
向
上
と
地
域
産
業
全
体
へ
の
波
及
・
拡
大
の
視
点
か
ら
、
以
下

の
方
向
で
検
討
を
実
施

①
地
域
を
取
り
巻
く
環
境
を
踏
ま
え
、
十
勝
の
持
続
的
発
展
に
つ
な
げ
る
観
点
か
ら
、
地
域
発
展
に
特
に
重
要
な

人
材
像
を
議
論

②
人
材
像
と
実
施
中
の
人
材
育
成
事
業
を
比
較
し
、
望
ま
し
い
人
材
育
成
プ
ラ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
議
論
し
、

短
期
的
な
取
組
項
目
と
中
長
期
的
な
検
討
項
目
を
整
理

■
平
成

2
7
年
度
（

2
回
開
催
）

今
後
の
基
本
的
考
え
方
、
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
の
現
状

■
平
成

2
8
年
度
（

4
回
開
催
）

地
域
発
展
に
特
に
重
要
な
人
材
像

■
平
成

2
9
年
度
（

6
回
開
催
）

今
後
の
取
り
組
み
の
方
向
性

※
検
討
の
参
考
と
す
る
た
め
、
経
営
者
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
帯
広
畜
産
大
学
の
取
組
紹
介
、
先
進
地
視
察
・
講
師
招
聘
等
を
実
施

1
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Ⅱ
高
等
教
育
の
現
状

（
１
）
1
8
歳
人
口
の
推
移

1
8
歳
人
口
は

H
4
の

2
0
5
万
人
か
ら

H
2
9
の

1
2
0
万
人
ま
で
低
下
し
た
一
方
、
高
等
教
育
機
関
へ
の
進
学
率
は

8
0
％
ま
で
上
昇

出
典
）平

成
28
年
度
文
部
科
学
白
書

2
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Ⅱ
高
等
教
育
の
現
状

（
２
）
大
学
・
短
大
数
の
推
移

出
典
）中

央
教
育
審
議
会
資
料

四
大
化
や
廃
止
に
よ
り
短
大
数
は
減
少
。
H

1
4
年
以
降
は
四
大
・
短
大
合
計
数
も
減
少
。
国
立
大
学
数
は
平
成

1
6
年
以
降
減
少
。

3
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Ⅱ
高
等
教
育
の
現
状

（
３
）
私
立
大
学
の
経
営
環
境

私
大
の
約
４
割
が
入
学
定
員
未
充
足
。
帰
属
収
支
差
額
比
率
が
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
私
大
の
割
合
は
中
小
・地

方
で
高
い
。

出
典
）日

本
私
立
学
校
振
興
・共

済
事
業
団
資
料
、
中
央
教
育
審
議
会
資
料

0
%

1
0

%

2
0

%

3
0

%

4
0

%

5
0

%

H
9

H
1

0
H

1
1

H
1

2
H

1
3

H
1

4
H

1
5

H
1

6
H

1
7

H
1

8
H

1
9

H
2

0
H

2
1

H
2

2
H

2
3

H
2

4
H

2
5

H
2

6
H

2
7

H
2

8
H

2
9

入
学
定
員

未
充
足
校
の
割
合

帰
属
収
支
差
額

比
率
の
分
布

（
H
2
7
）

■
帰
属
収
支
差
額

学
生
納
付
金
、
寄
附
金
等
の
自
己
収

入
か
ら
、
人
件
費
、
教
育
研
究
経
費
等

の
支
出
（
減
価
償
却
費
、
退
職
給
与
引

当
金
等
現
金
支
出
を
伴
わ
な
い
も
の
を

含
む
）
を
差
し
引
い
た
も
の
。

■
都
市
：
政
令
市
、
東
京
都

■
大
規
模
：
在
籍
学
生
数
8
,0
0
0
人
以
上

4
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Ⅱ
高
等
教
育
の
現
状

（
４
）
十
勝
の
現
状

大
学
・
短
大
へ
の
進
学
率
（
現
役
）
は
3
7
.0
％
（

H
2
9
）
。
収
容
率
は
1
1
.3
％
（

H
2
7
）
で
道
内
６
圏
域
で
最
低
。

注
）収

容
率
は
、
管
内
大
学
・短

大
入
学
者
数
を
管
内
18
歳
人
口
で
除
し
た
比
率

出
典
）北

海
道
十
勝
総
合
振
興
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

5
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◆
制
度
の
概
要

・
実
務
家
教
員
の
任
用
（
専
任
教
員
数
の
概
ね
４
割
以
上
、
概
ね
５
年
以
上
の
実
務
経
験
）

・
実
習
等
の
強
化
（
卒
業
要
件

1
2
4
単
位
以
上
の
う
ち
、
実
験
・実

習
・実

技
4
0
単
位
以
上
、
企
業
等
で
の
実
習

2
0
単
位
以
上
）

・
産
業
界
・
地
域
社
会
と
連
携
し
た
教
育
課
程
の
編
成
・実

施
（
教
育
課
程
連
携
協
議
会
の
設
置
）

・
専
門
職
大
学
（
４
年
制
）
の
課
程
は
、
前
期
（
２
年
又
は
３
年
）
及
び
後
期
（
２
年
又
は
１
年
）
に
区
分
可
能

・
実
務
経
験
を
通
じ
た
実
践
的
能
力
を
勘
案
（
修
業
年
限
へ
の
通
算
、
単
位
認
定
）

◆
認
可
申
請
の
状
況
（
平
成
2
9
年
1
2
月
現
在
）

・
専
門
職
大
学

1
3
校
・
・・
・
・・
医
療
福
祉

9
校
、
フ
ァ
ッ
シ
ョン

1
校
、
先
端
情
報
・デ
ザ
イ
ン
等

1
校
、
食
・美

容
1
校
、
調
理
・栄

養
1
校

・
専
門
職
短
期
大
学

3
校
・・
・
動
物
看
護

1
校
、
歯
科
衛
生

1
校
、
調
理
（
食
育
）

1
校

Ⅱ
高
等
教
育
機
関
の
現
状

（
５
）
国
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向
①
専
門
職
大
学
等
の
制
度
化

専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
職
業
を
担
う
た
め
の
実
践
的
か
つ
応
用
的
な
能
力
を
展
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
、
専
門
職
大
学
、

専
門
職
短
期
大
学
、
専
門
職
学
部
及
び
専
門
職
学
科
の
制
度
が
創
設
（
平
成
3
1
年
4
月
1
日
施
行
）

○
「
農
業
競
争
力
強
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
、
農
業
大
学
校
の
専
門
職
大
学
へ
の
移
行
を
推
進
す
る
こ
と
が
記
載

○
全
国
の
農
業
大
学
校
（

4
2
校
）
の
う
ち
、
静
岡
県
立
農
林
大
学
校
が
平
成

3
2
年

4
月
開
学
を
目
指
し
検
討
中

○
北
海
道
立
農
業
大
学
校
に
つ
い
て
は
、
他
県
の
動
向
等
を
見
な
が
ら
、
移
行
の
必
要
性
に
つ
い
て
今
後
検
討

農
業
大
学
校
の
専
門
職
大
学
へ
の
移
行

6
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◆
地
方
大
学
の
振
興
に
向
け
た
有
識
者
会
議
の
提
案
（
ポ
イ
ン
ト
）

・
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
持
続
可
能
な
連
携
体
制
（
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
）
の
構
築

・
地
域
の
中
核
的
な
産
業
の
振
興
や
そ
の
専
門
人
材
育
成
な
ど
の
振
興
計
画
の
策
定
（
優
れ
た
事
業
は
新
た
な
交
付
金
で
支
援
）

・
東
京
圏
と
地
方
の
大
学
の
学
生
の
対
流
・交

流
・
地
方
私
立
大
学
の
改
革
の
推
進

※
上
記
の
ほ
か
、
東
京
の
大
学
の
定
員
抑
制
、
東
京
に
お
け
る
大
学
の
地
方
移
転
の
促
進
（
サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
）
、
地
方
に
お
け
る

若
者
の
雇
用
の
創
出
（
起
業
・創

業
の
支
援
、
U

IJ
タ
ー
ン
の
促
進
な
ど
）
に
つ
い
て
も
記
載

Ⅱ
高
等
教
育
機
関
の
現
状

（
５
）
国
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向
②
地
方
創
生
に
資
す
る
大
学
改
革

地
方
の
特
色
あ
る
創
生
の
た
め
の
地
方
大
学
の
振
興
な
ど
に
関
す
る
有
識
者
会
議
の
提
案
を
踏
ま
え
、
地
方
大
学
・
地

域
産
業
創
生
交
付
金
等
が
制
度
化

○
国
費

7
億
円
を
原
則

5
年
間
、
全
国
で

1
0
件
程
度
認
定

○
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
雇
用
、
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
人
材
招
聘
、
研
究
環
境
整
備
、
産
学
官
連
携
、
最
先
端
研
究
な
ど
に
活
用

○
生
産
額
、
雇
用
者
数
、
労
働
生
産
性
、
就
職
・
起
業
数
、
大
学
組
織
改
革
な
ど
の
目
標
設
定
が
必
須

○
交
付
金
終
了
後
の
自
立
性
、
大
学
改
革
の
実
効
性
、
事
業
の
先
進
性
・
大
規
模
性
、
地
域
産
業
へ
の
効
果
、
企
業
と
の
連
携
予
定
な
ど

を
審
査

交
付
金
の
制
度
概
要

7
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Ⅱ
高
等
教
育
機
関
の
現
状

（
５
）
国
の
高
等
教
育
政
策
の
動
向
③
今
後
の
高
等
教
育
の
将
来
像
の
提
示
に
向
け
た
論
点
整
理

「
第
4
次
産
業
革
命
」
や
「
人
生
1
0
0
年
時
代
」
な
ど
の
産
業
・
社
会
構
造
の
変
化
や
今
後
の
人
材
育
成
の
在
り
方
な
ど
を

踏
ま
え
、
中
央
教
育
審
議
会
に
お
い
て
、
大
学
等
の
連
携
・
統
合
や
恒
常
的
な
連
携
体
制
の
構
築
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
時
代

の
高
等
教
育
の
将
来
構
想
に
関
す
る
論
点
整
理
を
公
表

◆
高
等
教
育
機
関
の
教
育
研
究
体
制

・
学
部
等
の
組
織
の
枠
を
超
え
た
学
位
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
現

・
大
学
等
の
連
携
・
統
合
の
可
能
性

・
多
様
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
教
員
の
採
用
（
実
務
経
験
の
あ
る
教
員
、
若
手
、
女
性
な
ど
）

・
複
数
の
高
等
教
育
機
関
、
産
業
界
、
地
方
公
共
団
体
と
の
恒
常
的
な
連
携
体
制
の
構
築

な
ど

◆
1
8
歳
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
た
大
学
の
規
模
や
地
域
配
置

・
「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」（

仮
称
）
の
構
築
（
将
来
像
や
具
体
的
な
交
流
等
の
方
策
に
つ
き
議
論
）

な
ど

◆
教
育
の
質
の
保
証
と
情
報
公
開

・
教
育
課
程
の
改
善
、
指
導
方
法
の
改
善

・
学
修
成
果
の
可
視
化
と
情
報
公
開

・
認
証
評
価
制
度
の
在
り
方

な
ど

8

 
-19-



◎
強
み
：S
tr
e
n
g
th

①
豊
か
な
自
然
と
恵
ま
れ
た
地
域
資
源

②
農
林
水
産
業
・
関
連
産
業
の
集
積

③
農
畜
産
関
連
の
教
育
・
研
究
機
関
の
存
在

●
弱
み
:W
e
a
kn
e
ss

①
付
加
価
値
の
低
さ

②
創
業
・
起
業
率
の
低
さ

③
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
志
向
の
弱
さ

◎
機
会
:O
p
p
o
rt
u
n
it
y

①
海
外
に
お
け
る
食
料
需
要
の
拡
大
・
高
度
化

②
訪
日
外
国
人
の
増
加
、
東
京
五
輪
の
開
催

③
農
業
の
成
長
産
業
化
へ
の
国
の
政
策
強
化

●
脅
威
:T
h
re
a
t

①
国
内
外
に
わ
た
る
競
争
環
境
の
激
化

②
人
口
減
少
、
消
費
の
縮
小
、
担
い
手
不
足

③
H

A
C
C
P
等
、
国
際
規
格
の
義
務
化

域
外
市
場
を
一
層
意
識
し
つ
つ
、
食
の
安
全
性
や
生
産
性
の
向
上
、
高
付
加
価
値
化
、
販
路

開
拓
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
高
め
、
地
域
産
業
全
体
に
波
及
・
拡
大
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

Ⅲ
地
域
産
業
の
現
状

（
１
）
地
域
産
業
を
取
り
巻
く
環
境

9
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Ⅲ
地
域
産
業
の
現
状

（
２
）
人
材
の
確
保
・
育
成
に
関
す
る
課
題
（
平
成
2
5
年
度
帯
広
市
産
業
経
済
実
態
調
査
）

現
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
や
技
術
職
な
ど
の
確
保
・
育
成
を
望
む
一
方
、
人
手
不
足
が
顕
著
で
適
切
な
人
材
の
発
掘
が
難
し
い
状
況

■
最
も
必
要
と
し
て
い
る
人
材

■
人
材
確
保
・
育
成
の
課
題

■
優
先
し
て
取
り
組
み
た
い
こ
と
（
複
数
回
答
）

■
新
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
開
発
の
課
題

1
0
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Ⅲ
地
域
産
業
の
現
状

（
３
）
部
会
で
の
主
な
意
見

・
付
加
価
値
の
低
さ
、
創
業
・開

業
率
の
低
さ
が
課
題
。

・
素
材
は
あ
る
が
加
工
で
き
る
事
業
者
が
管
内
・道

内
に
少
な
く、
外
部
と
の
連
携
が
課
題
。

・
採
用
後
す
ぐ
に
辞
め
る
社
員
が
多
い
。

・
対
人
能
力
、
忍
耐
力
な
ど
、
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
能
力
が
低
下
し
て
い
る
。

・
酪
農
の
担
い
手
が
不
足
し
生
乳
量
が
減
少
し
て
お
り
、
乳
業
メ
ー
カ
ー
に
危
機
感
。

・
企
業
が
外
部
の
研
修
機
会
に
人
材
を
派
遣
し
、
し
っ
か
り
育
て
よ
う
と
い
う
傾
向
が
強
い
。

・
技
術
習
得
や
食
品
成
分
分
析
の
ニ
ー
ズ
は
あ
る
が
、
企
業
側
で
機
材
や
人
員
が
不
足
。

・
社
会
人
と
し
て
の
基
礎
的
能
力
や
共
同
で
何
か
を
成
し
遂
げ
る
力
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

・
総
合
的
な
人
間
力
、
主
体
的
に
考
え
る
力
を
養
う
こ
と
が
重
要
。

・
経
営
や
企
画
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョン
に
関
す
る
能
力
を
育
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
将
来
を
担
う
経
営
者
の
育
成
と
い
う
視
点
が
重
要
で
は
な
い
か
。

・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
ス
キ
ル
が
不
足
。
支
援
機
関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
十
分
で
な
い
。

・
H

A
C
C
P
や

G
A
P
の
導
入
・構

築
・認

証
を
全
て
行
え
る
人
材
が
必
要
。

・
全
体
を
俯
瞰
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
き
る
人
材
が
求
め
ら
れ
る
。

・
技
術
と
経
営
の
両
方
を
的
確
に
捉
え
ら
れ
る
人
材
が
必
要
で
は
な
い
か
。

新
た
な
価
値
の
創
造
が
必
要

人
材
の
定
着
に
課
題

担
い
手
不
足
が
深
刻
化

基
礎
的
・
汎
用
的
能
力
が
重
要

経
営
者
の
育
成
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
安
全
管
理
が
重
要

全
体
を
見
る
能
力
が
重
要

1
1
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Ⅲ
地
域
産
業
の
現
状

（
４
）
経
営
者
ヒ
ア
リ
ン
グ

◆
経
営
戦
略

中
核
事
業
を
維
持
・拡

大
し
つ
つ
、
大
手
と
異
な
る
戦
略
で
新
た
な
価
値
を
創
出
し
、
企
業
の
成
長
を
目
指
し
て
い
る
。

生
産
・
加
工
へ
の
進
出
や
川
上
・川

下
と
の
連
携
、
生
産
性
向
上
の
た
め
の
技
術
導
入
、
ブ
ラ
ン
ド
化
、
海
外
展
開
な
ど
。

◆
中
核
人
材

次
世
代
の
経
営
幹
部
と
し
て
3
0
代
な
ど
の
若
手
を
中
心
に
育
成
。
人
間
力
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
基
盤
に
、

財
務
、
人
事
労
務
等
を
含
む
総
合
的
な
能
力
育
成
を
目
指
し
て
い
る
。
専
門
ス
キ
ル
と
し
て
は
、
営
業
・
開
発
・
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
や
創
造
性
を
重
視
す
る
傾
向
。
食
品
安
全
管
理
や
海
外
展
開
、
IC
T
導
入
等
に
も
強
い
関
心
。

◆
育
成
方
策

経
営
コ
ン
サ
ル
な
ど
を
積
極
的
に
活
用
し
つ
つ
、
社
内
研
修
や
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
り
実
践
力
の
育
成
を
重
視
。
自
社
の
理
念
浸
透

や
早
期
の
権
限
委
譲
、
成
功
事
例
の
共
有
、
地
域
理
解
の
促
進
な
ど
の
事
例
も
。
一
方
、
人
材
不
足
が
深
刻
化
す
る
中
、

育
成
に
係
る
時
間
的
制
約
や
指
導
者
確
保
な
ど
が
課
題
。

◆
外
部
人
材

社
内
で
不
足
す
る
ス
キ
ル
は
外
部
と
の
連
携
な
ど
で
対
応
。
中
途
採
用
も
目
指
す
が
困
難
が
大
き
い
。
商
品
開
発
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
ほ
か
、
IC

T
、
食
品
安
全
管
理
、
法
務
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
新
た
な
気
づ
き
や
課
題
解
決
の
上
で
、

外
部
と
の
人
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
強
く意

識
。

◆
そ
の
他

大
学
に
対
し
、
食
に
関
す
る
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
輩
出
や
現
場
と
連
携
し
た
実
践
的
な
教
育
を
期
待
す
る
意
見
あ
り
。
食
文
化

の
形
成
や
規
制
緩
和
に
つ
い
て
の
意
見
も
。

〇
趣

旨
「
稼
ぐ
力
」の
拡
大
に
資
す
る
人
材
に
必
要
な
知
識
・能

力
等
に
つ
い
て
、
実
践
例
と
な
る
地
域
経
営
者
等
の
考
え
を
聴
取

〇
時

期
平
成

2
9
年

2
月
～

1
1
月

〇
対

象
管
内
の
経
営
者
等

1
4
名
（
農
業

2
名
、
製
造
業

2
名
、
卸
売
業

4
名
、
小
売
業

4
名
、
サ
ー
ビ
ス
業

2
名
）

1
2
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社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力

地
域
資
源
を
活
か
し
た
新
た
な
価
値
の
創
造
に
中
核
的
な
役
割
を
担
う

経
営
者
・経

営
幹
部
な
ど
の
リ
ー
ダ
ー
人
材

（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
思
考
力
、
企
画
力
、
人
間
的
な
魅
力
な
ど
）

技
術
・
技
能

ビ
ジ
ネ
ス
・

経
営
ス
キ
ル

創
造
性

全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力

（
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
能
力
な
ど
）

（
研
究
開
発
、
栽
培
・

飼
育
、
製
造
、
品
質
管

理
、
衛
生
管
理
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
な
ど
）

（
財
務
、
労
務
、
営
業
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
リ

ス
ク
管
理
、
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
な
ど
）

（
課
題
発
見
、
コ
ン
セ

プ
ト
作
成
、
試
作
・
試

行
な
ど
）

Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
１
）
地
域
発
展
に
特
に
重
要
な
人
材
像

1
3
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育
成
す
る
能
力

事
業
名
等

初
級

中
級

上
級

主
な
実
施
機
関

技
術
・
技
能

獣
医
学
教
育
（
学
部
、
大
学
院
）

●
●

●
帯
広
畜
産
大
学

生
産
獣
医
療
技
術
研
修
（
基
礎
コ
ー
ス
・
発
展
コ
ー
ス
）

●
●

帯
広
畜
産
大
学

農
業
大
学
校
（
養
成
課
程
、
研
究
課
程
）

●
●

農
業
大
学
校

別
科
（
草
地
畜
産
専
修
）

●
●

帯
広
畜
産
大
学

畜
産
学
教
育
（
学
部
、
大
学
院
）

●
●

●
帯
広
畜
産
大
学

ア
グ
リ
カ
レ
ッ
ジ

●
十
勝
中
部
地
区
農
業
推
進
会
議

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
（
農
業
生
産
者
コ
ー
ス
）

●
●

帯
広
市
、
帯
広
畜
産
大
学

よ
つ
葉
乳
業
デ
ィ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

●
●

よ
つ
葉
乳
業
、
帯
広
畜
産
大
学

農
業
生
産
・
技
術
指
導
全
般

●
●

●
中
央
会
、
農
協
、
農
協
連

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
（
食
品
安
全
管
理
）

●
●

帯
広
市
、
帯
広
畜
産
大
学

H
A
C
C
P
関
連
人
材
育
成

●
●

帯
広
畜
産
大
学
、
と
か
ち
財
団

食
品
加
工
人
材
育
成
・
研
究
開
発
支
援

●
●

●
と
か
ち
財
団

工
業
関
連
人
材
育
成
・
研
究
開
発
支
援

●
●

●
と
か
ち
財
団

研
究
開
発
（
新
品
種
育
成
、
栽
培
技
術
開
発
な
ど
）

●
農
研
機
構

ビ
ジ
ネ
ス
・
経
営
ス
キ
ル

農
業
経
済
学
教
育
（
学
部
、
大
学
院
）

●
●

●
帯
広
畜
産
大
学

経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー

●
●

●
帯
広
商
工
会
議
所

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
（
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
）

●
●

帯
広
市
、
帯
広
畜
産
大
学

中
堅
幹
部
学
校

他
●

●
●

北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
と
か
ち
支
部

お
び
し
ん
地
域
経
営
塾

●
●

帯
広
信
用
金
庫

貿
易
実
務
セ
ミ
ナ
ー

●
●

帯
広
信
用
金
庫

創
造
性

創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー

●
●

●
帯
広
商
工
会
議
所

S
te

p
 U

p
 N

e
x
t

●
帯
広
市

と
か
ち
若
者
ラ
ボ

●
●

帯
広
青
年
会
議
所

と
か
ち
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

●
●

帯
広
信
用
金
庫
、
帯
広
市
他

十
勝
人
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
事
業

●
帯
広
市

ト
カ
チ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

●
●

と
か
ち
財
団
・
帯
広
市
他

社
会
人
と
し
て
の
基
礎
力

新
入
社
員
研
修
会

●
北
海
道
中
小
企
業
家
同
友
会
と
か
ち
支
部

全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力

－
－

－
－

（
２
）
地
域
に
お
け
る
人
材
育
成
事
業
の
現
状

大
学
と
の
関
係
で
見
る
と
、
技
術
・技

能
分
野
に
強
み
、
ビ
ジ
ネ
ス
・
経
営
ス
キ
ル
や
創
造
性
等
の
分
野
は
今
後
の
伸
び
し
ろ

Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

1
4
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Ｈ
2

8
Ｈ

2
9

Ｈ
3

0
Ｈ

3
1

Ｈ
3

2
Ｈ

3
3

【教
育
研
究
機
能
の
強
化
】


国
際
水
準
の
教
育
体
制
整
備


企
業
等
と
の
連
携
に
よ
る
人
材
育

成
の
推
進


世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
大
学
と
の
共
同

研
究
等
の
推
進

【
社
会
貢
献
機
能
の
強
化
】


農
業
関
連
企
業
・
団
体
等
に
対
す
る

社
会
人
教
育


地
方
公
共
団
体
等
と
連
携
し
た
地
域

創
生
事
業
の
充
実

【国
際
貢
献
機
能
の
強
化
】


国
際
機
関
、
国
際
協
力
機
関
等
と

連
携
し
た
教
育
事
業
の
海
外
展
開


海
外
教
育
研
究
拠
点
の
整
備

●
食
と
動
物
の
国
際
教
育
拠
点
の
形
成

大
学
院
畜
産
学
研
究
科
再
編
（
修
士
・
博
士
）

Ｈ
3
0
：
学
生
受
入

●
国
際
連
携
強
化
に
よ
る
獣
医
農
畜
産
融
合
研
究
の
推
進

欧
州
国
際
認
証
獣
医
学
教
育
体
制
の
整
備

●
地
域
社
会
人
に
対
す
る
「食

の
安
全
教
育
」の
推
進

社
会
人
教
育
の
充
実
（
酪
農
経
営
、
獣
医
療
特
定
分
野
な
ど
予
定
）

食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

●
南
米
農
学
拠
点
形
成
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
育
成
と
国
際
貢
献

海
外
教
育
研
究
拠
点
の
形
成

戦 略 １ 戦 略 ２ 戦 略 ３

（
３
）
帯
広
畜
産
大
学
に
お
け
る
重
点
的
取
組

地
域
産
業
と
関
わ
り
が
深
い
獣
医
や
食
品
安
全
等
の
分
野
で
、
専
門
人
材
育
成
の
取
り
組
み
を
重
点
的
に
推
進

Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

1
5
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■
短
期
的
な
取
組
項
目
（
強
み
を
活
か
す
）

人
材
像
に
掲
げ
た
ス
キ
ル
の
う
ち
主
に
「
技
術
・
技
能
」に
関
わ
り
、
帯
広
畜
産
大
学
が
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
強
み
を
持
ち
、

か
つ
、
現
場
に
お
け
る
人
材
不
足
が
顕
著
な
食
品
安
全
及
び
獣
医
分
野
に
つ
い
て
、
産
学
官
連
携
に
よ
り
高
度
専
門
人
材

を
養
成
し
、
十
勝
の
食
の
安
全
性
や
生
産
性
の
向
上
な
ど
に
つ
な
げ
る
。

◇
食
品
安
全
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

◇
地
域
連
携
に
よ
る
国
際
水
準
の
獣
医
師
養
成

■
中
長
期
的
な
検
討
項
目
（
伸
び
し
ろ
を
伸
ば
す
）

人
材
像
に
掲
げ
た
ス
キ
ル
の
う
ち
主
に
「
ビ
ジ
ネ
ス
・経

営
ス
キ
ル
」
「創

造
性
」「
全
体
を
俯
瞰
す
る
能
力
」に
関
わ
り
、
帯
広
畜
産

大
学
に
お
け
る
農
業
経
営
教
育
の
あ
り
方
検
討
と
連
動
し
、
関
係
機
関
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
豊
富
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
活
か
し
た
食
・
農

分
野
の
高
度
な
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

◇
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成

Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
４
）
基
本
的
な
考
え
方

1
6
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
５
）
短
期
的
な
取
組
項
目
①
食
品
安
全
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

○
H

A
C
C
P
に
関
す
る
正
し
い
認
識
・
理
解
が
不
足
（
難
し
い
、
お
金
が
か
か
る
、
義
務
化
除
外
へ
の
期
待

な
ど
）

○
H

A
C
C
P
に
よ
る
食
品
衛
生
管
理
が
義
務
化
の
予
定
だ
が
、
膨
大
な
数
の
事
業
所
が
未
対
応

【
管
内
】
A
基
準
（
製
造
業
等
）
適
合

3
5
件
／

2
,0

1
9
件
、
B
基
準
（
小
規
模
事
業
者
等
）
適
合

0
件
／

1
0
,1

2
6
件

○
大
手
と
の
取
引
や
海
外
輸
出
に
は
義
務
化
対
応
に
と
ど
ま
ら
ず
、
IS

O
2
2
0
0
0
等
の
認
証
取
得
が
必
要

○
食
品
安
全
管
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
・運

用
に
必
要
な
専
門
人
材
が
不
足

○
専
門
人
材
を
育
成
す
る
指
導
者
・
支
援
者
が
不
足
し
て
い
る
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
推
進
体
制
が
未
確
立

現
状
と
課
題

取
組
状
況

認
証
取
得
施
設
を
活
用
し
た

実
践
的
な
教
育
訓
練

教
育
訓
練

◆
5
S
セ
ミ
ナ
ー

◆
前
提
条
件
プ
ロ
グ
ラ
ム
研
修

◆
H

A
C

C
P
シ
ス
テ
ム
構
築
研
修
（大

学
院
）

◆
H

A
C

C
P
シ
ス
テ
ム
構
築

3
日
間
研
修
（社

会
人
）

◆
H

A
C

C
P
シ
ス
テ
ム
と
施
設
・設

備
の
保
守
点
検

（社
会
人
）

個
別
支
援

＜
IS

O
2

2
0

0
0
の
体
系
（
1
～

3
省
略
）＞

４
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

５
経
営
者
の
責
任

６
資
源
の
運
用
管
理

７
安
全
な
製
品
の
計
画
及
び
実
現

８
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の

妥
当
性
確
認
、
検
証
及
び
改
善

◆
IS

O
2

2
0

0
0
内
部
監
査
員
研
修
（社
会
人
）

★
必
須
と
さ
れ
て
い
る
「食
品
安
全
チ
ー
ム

リ
ー
ダ
ー
」
（
現
場
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
ク
ラ
ス
）

の
養
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
未
実
施

◆
H

A
C

C
P
シ
ス
テ
ム
構
築
支
援

1
4
件

◆
食
品
安
全
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム

認
証
取
得
支
援

1
5
件

◆
内
部
監
査
支
援

5
件

◆
技
術
相
談

4
3
件

◆
講
演
対
応

1
6
件

◆
共
同
研
究

6
件

（平
成

2
6
年
度
～
平
成

2
9
年
度
）

★
今
後
の
支
援
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応

す
る
に
は
、
地
域
を
挙
げ
た
推
進
体
制

が
必
要

1
7
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
５
）
短
期
的
な
取
組
項
目
①
食
品
安
全
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

取
組
方
向

H
A
C
C
P
義
務
化
へ
の
対
応

各
企
業
の
専
門
人
材
の
育
成

指
導
者
・支

援
者
の
育
成

地
域
の
推
進
体
制
の
構
築

業
界
団
体
や
リ
ー
ダ
ー
企
業
へ
の
指
導
・助

言
等
を
通
じ
た
段
階
的
な
普
及
を
促
進
す
る
。

■
３
日
間
研
修
の
継
続
実
施

■
業
界
団
体
等
の
支
援
（
リ
ー
ダ
ー
企
業
育
成
等
）

■
自
習
教
材
の
作
成

な
ど

IS
O

2
2
0
0
0
な
ど
の
認
証
取
得
と
継
続
的
な
運
用
・改

善
を
支
援
す
る
。

■
個
別
支
援
の
重
点
的
実
施

■
食
品
安
全
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築

■
専
門
人
材
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

な
ど

帯
広
畜
産
大
学
・と
か
ち
財
団
を
核
に
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
指
導
・
支
援
体
制
を
強
化
す
る
。

■
外
部
研
修
の
活
用
に
よ
る
ス
キ
ル
向
上

■
事
業
者
支
援
を
通
じ
た
指
導
者
・
支
援
者
の
実
地
訓
練

■
専
門
人
材
活
用
の
仕
組
み
づ
くり
（
企
業
間
の
相
互
内
部
監
査
等
）

な
ど

取
り
組
み
を
総
合
的
に
進
め
る
推
進
体
制
を
構
築
す
る
ほ
か
、
域
外
と
の
連
携
を
進
め
る
。

■
（
仮
称
）
十
勝

H
A
C
C
P
支
援
チ
ー
ム
の
設
置
検
討

■
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
審
査
・研

究
機
能
の
整
備
に
向
け
た
検
討

な
ど

推
進
体
制
を
別
途
構
築
し
て
以
下
の
取
り
組
み
を
進
め
、
随
時
、
部
会
に
状
況
を
報
告
し
、
課
題
等
を
協
議
す
る
。 1
8
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
６
）
短
期
的
な
取
組
項
目
②
地
域
連
携
に
よ
る
国
際
水
準
の
獣
医
師
養
成

○
畜
産
物
の
安
全
安
心
の
確
保
や
人
畜
共
通
感
染
症
へ
の
対
策
な
ど
、
獣
医
師
の
役
割
は
高
度
化
・
多
様
化

○
高
度
な
実
践
力
養
成
や
獣
医
師
の
国
際
的
通
用
性
確
保
な
ど
の
た
め
、
獣
医
学
教
育
の
国
際
水
準
化
が
必
要

○
産
業
動
物
獣
医
師
や
公
務
員
獣
医
師
が
不
足
し
、
地
域
間
で
偏
在
も

【
卒
業
後
の
進
路
（
全
国
、
文
部
科
学
省
調
べ
）
】

H
 元

：
公
務
員
獣
医
師

2
7
3
名
、
産
業
動
物
獣
医
師

1
1
1
名
、
小
動
物
獣
医
師

2
8
2
名
、
そ
の
他

2
5
3
名

H
2
6
：
公
務
員
獣
医
師

1
9
7
名
、
産
業
動
物
獣
医
師

8
2
名
、
小
動
物
獣
医
師

3
9
2
名
、
そ
の
他

1
6
1
名

現
状
と
課
題

取
組
状
況

共
同
獣
医
学
課
程
（
H

2
4
～
）

帯
広
畜
産
大
学

北
海
道
大
学

（産
業
動
物
等
に
強
み
）

（伴
侶
動
物
等
に
強
み
）

【学
外
実
習
の
実
施
状
況
】

●
帯
広
保
健
所

●
家
畜
保
健
衛
生
所

●
保
護
動
物
保
管
施
設

●
十
勝

N
O

S
A

I

●
十
勝
農
協
連
化
成
事
業
所

●
十
勝
軽
種
馬
農
業
協
同
組
合

●
北
海
道
畜
産
公
社
十
勝
工
場

●
J
R

A
日
高
育
成
牧
場

●
帯
広
川
下
水
終
末
処
理
場

●
八
千
代
公
共
育
成
牧
場

な
ど

獣
医
学
教
育
国
際
認
証
の
推
進
（
H

2
5
～
）

★
外
部
団
体
と
の
連
携
、
学
外
臨
床
実
習
・
公
衆
衛
生
実
習
の

充
実
な
ど
が
改
善
点
と
さ
れ
た
ほ
か
、
実
習
受
入
先
に
対
す
る

研
修
の
必
要
性
も
指
摘

（帯
広
畜
産
大
学
・北
海
道
大
学
、
山
口
大
学
・
鹿
児
島
大
学
）

●
産
業
動
物
臨
床
施
設
の
整
備

●
米
国
コ
ー
ネ
ル
大
学
と
の
連
携

●
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
強
化

●
教
員
体
制
の
整
備

な
ど

1
9
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
６
）
短
期
的
な
取
組
項
目
②
地
域
連
携
に
よ
る
国
際
水
準
の
獣
医
師
養
成

取
組
方
向

学
外
実
習
の
受
け
入
れ
拡
大
等

公
衆
衛
生
や
産
業
動
物
な
ど
の
分
野
を
中
心
に
、
現
場
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
実
践
的
な
学

習
機
会
を
提
供
す
る
。

■
学
外
実
習
の
受
け
入
れ
拡
大

■
自
習
用
画
像
の
提
供

■
地
域
人
材
の
活
用

な
ど

帯
広
市
を
窓
口
に
大
学
と
受
入
機
関
の
橋
渡
し
を
進
め
、
随
時
、
部
会
に
状
況
を
報
告
し
、
課
題
等
を
協
議
す
る
。

受
入
機
関
等
へ
の
研
修
や
就
業
に
向
け
た
働
き
か
け
の
強
化
に
つ
い
て
は
、
学
外
実
習
の
受
入
状
況
を
見
な
が
ら
、

段
階
的
に
検
討
を
進
め
る
。

受
入
機
関
等
へ
の
研
修

就
業
に
向
け
た
働
き
か
け
の
強
化

学
外
実
習
を
効
果
的
か
つ
円
滑
に
実
施
す
る
た
め
、
受
入
機
関
等
を
対
象
に
、
実
習
の
趣
旨
・

内
容
や
指
導
上
の
留
意
点
、
評
価
方
法
等
に
関
す
る
研
修
会
の
開
催
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

就
職
セ
ミ
ナ
ー
や

O
B
相
談
会
の
開
催
、
各
職
場
の
魅
力
や
や
り
が
い
に
つ
い
て
の
情
報
提
供
の

充
実
な
ど
、
学
生
の
地
元
就
業
に
向
け
た
働
き
か
け
の
強
化
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

2
0
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
７
）
中
長
期
的
な
検
討
項
目
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成

現
状
と
課
題

取
組
状
況

○
食
・
農
関
連
産
業
は
、
人
口
減
少
、
地
球
温
暖
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
な
ど
の
環
境
変
化
の
中
、
中
長
期
的
な
成
長
が
期
待

○
先
進
的
な
取
り
組
み
に
よ
り
高
収
益
を
上
げ
る
農
業
者
が
全
国
的
に
増
加
し
、
大
学
の
関
連
学
部
等
の
新
設
も
相
次
ぐ

○
十
勝
で
も
、
高
い
経
営
感
覚
を
備
え
、
高
付
加
価
値
化
や
販
路
拡
大
等
を
先
導
す
る
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
の
育
成
が
必
要

○
大
学
・
関
係
機
関
に
お
い
て
多
様
な
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
相
互
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
未
整
理

帯
広
畜
産
大
学

関
係
機
関

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業

（社
会
人
、
大
学
院
生
）

●
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
（基

礎
編
、
応
用
編
）

●
食
品
安
全
管
理
コ
ー
ス

●
農
業
生
産
者
コ
ー
ス

農
業
経
済
学
教
育

（学
部
、
大
学
院
）

北
海
道
立
農
業
大
学
校

別
科
（
草
地
畜
産
専
修
）

（農
業
後
継
者
育
成
）

関
係
機
関
等
に
よ
る
研
修

●
帯
広
商
工
会
議
所

（
経
営
力
向
上
セ
ミ
ナ
ー
等
）

●
中
小
企
業
家
同
友
会
と
か
ち
支
部

（中
堅
幹
部
学
校
等
）

●
帯
広
信
用
金
庫

（と
か
ち
・
ｲ
ﾉﾍ
ﾞｰ
ｼ
ｮﾝ
・
ﾌ
ﾟﾛ
ｸ
ﾞﾗ
ﾑ
等
）

●
と
か
ち
財
団
・
帯
広
市

（ト
カ
チ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
等
）

★
目
指
す
人
材
像
の
実
現
や
ス
キ
ル
の
習
得
に
向
け
、
管
内
の
取
り
組
み
の
整
理
や
体
系
化
が
必
要

2
1

 
-32-



Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
７
）
中
長
期
的
な
検
討
項
目
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成

取
組
方
向

調
査
研
究
の
実
施

ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成
に
関
わ
る
国
内
外
の
先
進
事
例
に
関
す
る
調

査
や
、
管
内
に
お
け
る
取
組
状
況
の
整
理
な
ど
を
行
う
。

帯
広
畜
産
大
学
に
お
け
る
農
業
経
営
教
育
に
つ
い
て
の
あ
り
方
検
討
と
連
動
し
な
が
ら
、
部
会
に
お
い
て
、

当
面
、
調
査
研
究
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
継
続
的
に
協
議
を
行
う
。

＜
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
概
要
＞

◆
視
察

三
重
大
学
（大

学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
研
究
科
）、
徳
島
大
学
（地

域
産
業
人
材
育
成
事
業
）
、

佐
賀
大
学
（農

業
版
Ｍ
Ｏ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
、
東
京
農
業
大
学
（国

際
バ
イ
オ
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
）、

兵
庫
県
（ひ
ょ
う
ご
農
業
Ｍ
Ｂ
Ａ
塾
）、
一
般
社
団
法
人
ア
グ
リ
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
ジ
ャ
パ
ン
（日

本
農
業
経
営
大
学
校
）

な
ど

◆
講
師
招
聘

農
都
共
生
総
合
研
究
所
（北

海
道
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
養
成
塾
）

◆
情
報
収
集

学
部
等
の
新
設
事
例
（日

本
大
学
、
吉
備
国
際
大
学
、
龍
谷
大
学
、
中
村
学
園
大
学
、
立
命
館
大
学
等
）
な
ど

◆
特
徴

①
新
設
事
例
で
は
、
農
業
、
食
品
加
工
、
栄
養
、
経
済
・経

営
、
資
源
・環

境
、
食
文
化
等
の
融
合
型
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
多
い
。

②
教
育
内
容
と
し
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
、
「
経
営
」
の
視
点
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

③
フ
ィ
ー
ル
ド
実
習
、
ケ
ー
ス
メ
ソ
ッ
ド
の
活
用
、
事
業
計
画
の
作
成
な
ど
の
実
践
的
な
教
育
が
行
わ
れ
て
い
る
。

④
学
生
・受

講
者
の
人
脈
づ
く
り
や
支
援
機
関
・専

門
家
へ
の
橋
渡
し
な
ど
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

2
2
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Ⅳ
取
り
組
み
の
方
向
性

（
８
）
今
後
に
向
け
て

人
材
活
躍
の
場
・
環
境
づ
く
り

「
地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
新
た
な
テ
ー
マ

と
し
て
、
大
学
と
地
元
企
業
等
に
よ
る
共
同
研
究
の
促
進
な
ど
、
「人

材
の
活
躍

の
場
・
環
境
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
つ
い
て
、
平
成

3
0
年
度
か
ら

検
討
に
着
手
す
る
。

高
等
教
育
機
関
の
充
実

「
地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
取
り
組
み
の
推
進
や
検
討
の
ほ
か
、
「人

材
活
躍
の
場
・
環
境
づ
く
り
」
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
中
で
、
帯
広
市
高
等
教
育
整
備

基
金
の
活
用
も
視
野
に
、
高
等
教
育
機
関
の
整
備
・拡

充
に
つ
な
が
る
様
々
な
可

能
性
に
つ
い
て
多
角
的
に
検
討
す
る
。

2
3
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と
か
ち
高
等
教
育
推
進
ま
ち
づ
く
り
会
議

 
 

平
成

3
0
年
度
第

2
回
企
画
・
事
業
部
会
資
料
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Ⅰ
 
情
報
提
供

 

1
 

（
１
）
第
３
期
教
育
振
興
基
本
計
画
（

H
3

0
. 

6
.1

5
閣
議
決
定
）

 
  
教
育
基
本
法
に
基
づ
き
国
が
策
定
す
る
５
か
年
計
画
（

2
0
1
8
～

2
0
2
3
）
。
第
２
期
計
画
で
掲
げ
た
「
自
立
」
、
「協

働
」
、
「創

造
」
の
３
つ
の
方
向
性
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
2
0
3
0
年
以
降
の
社
会
の
変
化
（
人
生

1
0
0
年
時
代
、
超
ス
マ
ー
ト
社

会
な
ど
）
を
見
据
え
た
教
育
政
策
を
提
示
。
 

基
本
的
な
方
針

 
■
夢
と
志
を
持
ち
、
可
能
性
に
挑
戦
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
力
を
育
成
す
る

 
■
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
牽
引
す
る
た
め
の
多
様
な
力
を
育
成
す
る

 
■
生
涯
学
び
、
活
躍
で
き
る
環
境
を
整
え
る

 
■
誰
も
が
社
会
の
担
い
手
と
な
る
た
め
の
学
び
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
構
築
す
る

 
■
教
育
政
策
推
進
の
た
め
の
基
盤
を
整
備
す
る

 

目
標
と
施
策
群

 
■
問
題
発
見
・
解
決
能
力
の
修
得

 
■
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向
け
た
能
力
・
態
度
の
育
成

 
■
大
学
院
教
育
の
改
革
等
を
通
じ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
牽
引
す
る
人
材
の
育
成

 
■
職
業
に
必
要
な
知
識
や
ス
キ
ル
を
生
涯
を
通
じ
て
身
に
付
け
る
た
め
の
社
会
人
の

 
 
学
び
直
し
の
推
進

 
■
教
育
研
究
の
基
盤
強
化
に
向
け
た
高
等
教
育
の
シ
ス
テ
ム
改
革

 

・
「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）
」の
構
築

 
・
国
立
大
学
の
一
法
人
一
大
学
制
の
見
直
し

 

（
主
な
高
等
教
育
関
連
部
分
）

 

 
-36-



Ⅰ
 
情
報
提
供

 

（
２
）
今
後
の
高
等
教
育
の
将
来
像
の
提
示
に
向
け
た
中
間
ま
と
め
（

H
3

0
.6

.2
8
中
教
審
）

 
  
平
成

2
9
年

3
月
の
文
部
科
学
大
臣
諮
問
「
我
が
国
の
高
等
教
育
に
関
す
る
将
来
構
想
に
つ
い
て
」
を
受
け
、
「変

化
へ
の
対

応
や
価
値
の
創
造
等
を
実
現
す
る
た
め
の
学
修
の
質
の
向
上
に
向
け
た
制
度
等
の
在
り
方
」
、
「今

後
の
高
等
教
育
全
体
の

規
模
も
視
野
に
入
れ
た
、
地
域
に
お
け
る
質
の
高
い
高
等
教
育
機
会
の
確
保
の
在
り
方
」
な
ど
に
関
す
る
中
間
ま
と
め
を
発
表
。

 

新
た
な
役
割

 
■
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
を
通
じ
、
世
代
を
越
え
た
「
知
識
の
共
通
基
盤
」
に

 
■
国
内
外
に
必
要
な
教
育
を
提
供
（
日
本
の
高
等
教
育
の
国
際
展
開
）

 
■
地
方
創
生
、
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成

 

教
育
研
究
体
制

 
多
様
な
価
値
観
が
集
ま
る
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
新
た
な
価
値
を
創
造

 
■
多
様
な
教
員

 
■
多
様
な
学
生

 
■
多
様
で
質
の
高
い
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

 
■
多
様
性
を
受
け
止
め
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
（
国
立
大
学
一
法
人
一
大
学
制
の
見
直
し
な
ど
）

 
■
大
学
の
強
み
の
強
化
（
各
大
学
の
役
割
・
機
能
の
明
確
化
・
特
色
化
の
加
速
な
ど
）

 

大
学
規
模
・
地
域
配
置

 
■
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
た
め
の
「
知
識
の
共
通
基
盤
」
と
な
り
う
る
こ
と
を
見
通
し
た
規
模
の
設
定

 
■
国
が
描
く
将
来
像
と
地
域
で
描
く
将
来
像

 
・
大
学
配
置
状
況
に
関
す
る
客
観
的
デ
ー
タ
の
作
成

 
・
「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）
」の
構
築

 
（
国
に
よ
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
の
検
討
）

 
2
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Ⅱ
 
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

 

（
１
）
食
品
安
全
管
理
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
養
成

 

指
導
者
・支

援
者
の
育
成

 
■

H
A
C
C
P
支
援
者
・
指
導
者
等
研
修
の
開
催
（

8
/3

0
～

8
/3

1
）

 
■

H
A
C
C
P
シ
ス
テ
ム
構
築
の
標
準
的
な
支
援
方
法
に
関
す
る
研
修
（

1
0
/9
予
定
）

 

講
師
に
よ
る
講
義

 
グ
ル
ー
プ
演
習
の
よ
う
す

 

【
H

A
C
C
P
支
援
者
・指

導
者
等
研
修
】 

 ◇
開
催
日

 
H

3
0
.8

.3
0
～

3
1
 

◇
会
場

 
十
勝
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

 
◇
参
加
者

 
1
7
名

 
 
 
 
 
 
 

（
財
団
・
JA
関
係
者
等
）

 
◇
講
師

 
日
本
食
品
分
析
セ
ン
タ
ー

 
 

植
田

 
浩
之

 
氏

 
◇
内
容

 
H

A
C
C
P
7
原
則

1
2
手
順

 
 

グ
ル
ー
プ
演
習

 
 
 

（
危
害
要
因
分
析
、
H

A
C
C
P
 

 
プ
ラ
ン
の
作
成
）

 
な
ど
 

3
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Ⅱ
 
こ
れ
ま
で
の
取
組
状
況

 

（
２
）
地
域
連
携
に
よ
る
国
際
水
準
の
獣
医
師
養
成

 

学
外
実
習
の
受
け
入
れ
拡
大
等

 
■
帯
広
市
所
管
施
設
に
お
け
る
実
習
受
け
入
れ
に
つ
い
て
協
議
中

 

（
３
）
ア
グ
リ
・
フ
ー
ド
ビ
ジ
ネ
ス
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
養
成

 

調
査
研
究
の
実
施

 
■
国
内
外
の
先
進
事
例
等
に
つ
い
て
調
査
中

 
 

4
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Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

人
材
活
躍
の
場
・
環
境
づ
く
り

 
「
地
域
ぐ
る
み
の
人
材
育
成
」
に
つ
い
て
継
続
的
に
検
討
し
な
が
ら
、
新
た
な
テ
ー
マ

と
し
て
、
大
学
と
地
元
企
業
等
に
よ
る
共
同
研
究
の
促
進
な
ど
、
「
人
材
の
活
躍

の
場
・
環
境
づ
く
り
」
に
向
け
た
取
り
組
み
の
方
向
性
つ
い
て
、
平
成

3
0
年
度
か
ら

検
討
に
着
手
す
る
。

 

■
テ
ー
マ
の
概
要

 

＜
ま
ち
づ
く
り
会
議
設
置
当
初
の
検
討
イ
メ
ー
ジ
＞

 
 
帯
広
畜
産
大
学
を
核
に
、
地
域
や
企
業
と
の
連
携
強
化
、
海
外
大
学
と
の
学
術
交
流
な
ど
、
多
様
な
つ
な
が
り
を
強
め

る
こ
と
で
、
も
の
づ
く
り
や
新
た
な
仕
事
の
創
出
な
ど
、
人
材
の
活
躍
の
場
を
拡
げ
て
い
く
 

5
 

機
能

 
体
制
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Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

■
検
討
の
進
め
方

 

 
（
１
）
人
材
活
躍
の
促
進
に
向
け
、
高
等
教
育
機
関
に
ど
の
よ
う
な
機
能
が
期
待
さ
れ
る
か
。

 
 

 
 

 
（
～

2
0

1
9
年
夏
頃
）

 
  
 
 
 
 
①

 
全
国
に
お
け
る
取
組
事
例
の
確
認

  
②

 
十
勝
に
お
け
る
取
組
状
況
等
の
現
状
把
握

 
 
 
 
 
 
③

 
今
後
に
向
け
た
地
域
ニ
ー
ズ
の
把
握

 
④

 
期
待
さ
れ
る
機
能
に
関
す
る
協
議
・
整
理

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
産
業
人
の
育
成
に
つ
い
て
は
協
議
済
み
）

 

 
（
２
）
高
等
教
育
機
関
の
機
能
充
実
に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
地
域
連
携
が
必
要
か
。

 
 

 
 

 
（

2
0

1
9
年
秋
頃
～
）

 
  
 
 
 
①

 
期
待
さ
れ
る
役
割
・機

能
別
の
取
組
方
向

 
 
 
 
 
②

 
産
学
官
金
連
携
体
制
の
あ
り
方
（
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
な
ど
）

 

6
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Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

■
中
央
教
育
審
議
会
に
お
け
る
議
論
の
方
向
性

 

○
 
各
大
学
に
お
い
て
は
、
「
将
来
像
答
申
」
以
降
の
社
会
全
体
の
急
速
な
変
化
や

1
8
歳
人
口
の
減
少
を
踏
ま
え
る
と
と
も

に
、
将
来
の
更
な
る
変
化
を
見
据
え
、
大
学
が
選
択
す
る
機
能
と
、
そ
の
比
重
の
置
き
方
に
つ
い
て
改
め
て
見
直
す
こ
と
に
よ

り
、
自
ら
の
強
み
や
特
色
を
意
識
し
た
上
で
、
将
来
の
発
展
の
方
向
性
を
考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
 

  ○
 
高
等
教
育
の
将
来
像
を
国
が
示
す
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
、
高
等
教
育
機
関
が
産
業
界
や
地
方

 
 
公
共
団
体
を
巻
き
込
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像
が
議
論
さ
れ
る
べ
き
時
代
を
迎
え
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
 

  ○
 
地
域
の
高
等
教
育
機
関
が
高
等
教
育
と
い
う
役
割
を
越
え
て
、
地
域
社
会
の
核
と
な
り
、
産
業
界
や
地
方
公
共
団
体

 
 
と
と
も
に
将
来
像
の
議
論
や
具
体
的
な
交
流
等
の
方
策
に
つ
い
て
議
論
す
る
「
地
域
連
携
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
仮
称
）
」
 

 
を
構
築
す
る
た
め
の
具
体
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

 

出
典
）
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
将
来
構
想
部
会
「今

後
の
高
等
教
育
の
将
来
像
の
提
示
に
向
け
た
中
間
ま
と
め
」
 

 
 
 
 
（
平
成

3
0
年

6
月
）

 

7
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Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

■
高
等
教
育
機
関
の
役
割
・
機
能
（
例
１
）

 

大
学
が
併
有
す
る
各
種
の
機
能
の
例

 

◆
 
世
界
的
研
究
・
教
育
拠
点

 
◆

 
高
度
専
門
職
業
人
養
成

 
◆

 
幅
広
い
職
業
人
養
成

 
◆

 
総
合
的
教
養
教
育

 
◆

 
特
定
の
専
門
的
分
野
（
芸
術
、
体
育
等
）
の
教
育
・
研
究

 
◆

 
地
域
の
生
涯
学
習
機
会
の
拠
点

 
◆

 
社
会
貢
献
機
能
（
地
域
貢
献
、
産
学
官
連
携
、
国
際
交
流
等
）

 

出
典
）
中
央
教
育
審
議
会
大
学
分
科
会
将
来
構
想
部
会
「今

後
の
高
等
教
育
の
将
来
像
の
提
示
に
向
け
た
中
間
ま
と
め
」
 

 
 
 
 
（
平
成

3
0
年

6
月
）

 

大
学
の
役
割
・
機
能
の
明
確
化
・
特
色
化
（
人
材
養
成
の
三
つ
の
観
点
）

 

◆
 
世
界
を
牽
引
す
る
人
材
を
養
成

 
◆

 
高
度
な
教
養
と
専
門
性
を
備
え
た
先
導
的
な
人
材
を
養
成

 
◆

 
具
体
の
職
業
や
ス
キ
ル
を
意
識
し
た
教
育
を
行
い
、
高
い
実
務
能
力
を
備
え
た
人
材
を
養
成

 

8
 

 
-43-



Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

■
高
等
教
育
機
関
の
役
割
・
機
能
（
例
２
）

 

大
学
の
有
す
る
多
面
的
機
能

 

◆
 
地
方
を
担
う
人
材
を
含
め
、
多
様
な
人
材
を
育
成
す
る

 「
人
材
育
成
の
拠
点
」
 

◆
 
地
方
で
不
足
し
て
い
る
若
者
世
代
の
学
生
が
集
い
、
地
域
と
連
携
で
き
る

 「
若
者
の
拠
点
」
 

◆
 
地
域
の
内
外
か
ら
の
様
々
な
人
々
の
接
点
と
し
て
の

 「
交
流
の
拠
点
」
 

◆
 
専
門
家
が
集
い
、
高
等
教
育
を
支
え
る
研
究
と
知
的
議
論
を
行
い
、
地
域
課
題
の
解
決
に
も
助
言
で
き
る

 
 
 
「
知
の
拠
点
」
 

◆
 
地
域
内
で
知
ら
れ
て
い
な
い
、
国
内
外
の
幅
広
い
情
報
を
提
供
す
る

 「
外
の
世
界
が
見
え
る
窓
（
情
報
の

 
 
 
拠
点
）
」
 

 

大
学
に
期
待
さ
れ
る
役
割

 

◆
 
地
方
創
生
を
担
い
支
え
る
人
材
の
育
成

 
◆

 
地
域
社
会
の
主
体
的
な
取
組
み
の
支
援

 

出
典
）
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
「大

学
等
の
知
と
人
材
を
活
用
し
た
持
続
可
能
な
地
方
の
創
生
に
関
す
る
研
究
会
報
告
書
」
 

 
 
 
 
（
平
成

2
8
年

3
月
）
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Ⅲ
 
新
た
な
検
討
テ
ー
マ

 

■
帯
広
畜
産
大
学
と
帯
広
市
と
の
包
括
的
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
に
基
づ
く
連
携
事
業
の
例

 

教
育
・
人
材
育
成

 
出
前
講
座
、
体
験
学
習
、
実
習
受
入
れ

 

生
涯
学
習

 

学
術
研
究

 

産
業
振
興

 

ま
ち
づ
く
り

 

動
物
園
連
携

 

そ
の
他

 

市
民
大
学
講
座
、
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
講
演
会
、
移
動
文
庫
の
大
学
へ
の
設
置

 

受
託
研
究
・
共
同
研
究
の
実
施

 

フ
ー
ド
バ
レ
ー
と
か
ち
人
材
育
成
事
業
、
各
種
セ
ミ
ナ
ー
へ
の
講
師
派
遣

 

各
種
審
議
会
委
員
へ
の
就
任
、
若
者
が
牽
引
す
る
し
ご
と
づ
く
り
・
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

 

サ
テ
ラ
イ
ト
ブ
ー
ス
の
設
置
、
学
生
企
画
事
業
の
実
施
（

O
Z
U

F
U

L
）
、
解
剖
病
理
鑑
定

 

ウ
マ
事
業

 
ち
く
だ
い
馬
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
、
障
が
い
者
乗
馬
体
験
の
実
施
、
適
応
指
導
教
室
の
受
入
れ

 

留
学
生
の
市
営
住
宅
入
居
支
援
、
期
日
前
投
票
所
の
設
置

 

1
0
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